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多久市交通安全指導員会

市報たく　2013.421

　多久市交通安全指導員会は、昭和46年 4 月に多久市
の交通安全と交通道徳の高揚を図り交通秩序を確立す
ることを目的として発足しました。�
　現在の指導員は22人。 1年を通し啓発運動を行って
います。制服と制帽、腕章を着け、登校時の児童・生
徒へ街頭交通指導、交通安全県民運動期間中の「マナー
アップキャンペーン多久」で交通安全を呼びかけてい
ます。また、多久まつりや成人祝賀ロードレース大会、
郡市対抗県内一周駅伝大会などの行事の時にも街頭交
通指導を行っています。�
　会長の藤本昇さんは、指導員歴41年。「 4月は新入学
児や新入園児の保護のため、登校・登園には特に注意
をしています。交通事故ゼロを目指して、指導員全員
今後も頑張っていきます」と話し、市民の交通安全を
願っています。�

　東原庠舎では儒学の勉強が最も重要視されていたの
ですが、同じくらい重要なものとされていたのが武道
でした。乗馬や弓術、鑓

やり

術、剣術のほか、「捕
とりて

手」と
呼ばれる多久古来の武術も盛んに行われていました。
捕手には夢想賢心流など10の流派があり、主に足軽・
歩
か ち

行など下級武士たちが稽古していました。
　生徒たちには文武ともに励むことが求められ、25歳
までに学科・武道どちらかが一定のレベルに達しない
と家督を継げないなど、厳しい規則が設けられていた
時期もありました。また、領主は 2年に 1回、東原庠
舎に来て、講義や武道の稽古を視察していました。
　一方で、一所懸命励んだ生徒には褒賞が与えられま
した。このような教育が文武を貴ぶ気質・学風を生み、
多くの人材を輩出したのです。

▲市民の交通安全を守る指導員のみなさん

問 防災安全課　☎75−2181　　

市民の交通安全を願って活動中！
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■問い合わせ　多久市郷土資料館　☎７５−３００２

●連載24● 郷土資料館で学ぶ多久の歴史

文武両道 ～東原庠舎でのまなび〜

　多久市郷土資料館・歴史民俗資料館・先覚者資料館　

開館時間 / 9 時～16時　入館 /無料
休館日 /月曜日（月曜が休日の場合は開館し翌火曜休館）

▲「夢想賢心流免許皆伝」に描かれた技


